
◆開催概要◆
令和６年６月２０日（木）に、置戸町を流れる常

呂川の上流部で、置戸町立置戸小学校６年生１８名

を対象に「川の自然体験学習会」を開催しました。

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」と、ゴムボートで常呂川をラフ

ティングする「川下り体験」、流れのある川を安全に

渡る「浅瀬歩行訓練」を行いました。

◆実施内容◆
当日は最高気温が１９℃と平年より高いものの、

川の水温が１０℃程度と川で遊ぶには肌寒い中で

の開催となりました。

「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点

や川の危ない場所について学習。“１人では川に行

かない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”

といったことを学びました。

川下りの前に、ライフジャケットやヘルメットを

着用し、ボートの座り方やパドルの扱い方などを学

習しました。また、川に流された人を救出する「ス

ローバッグ」の実演を見学しました。

準備が整ったらいよいよ「川下り体験」。児童たち

は４艇に分かれて出発しました。それぞれのボート

には前後に操船スタッフが配置され、安全に進むこ

とができます。川の流量が少なくボートが動かなく

なることもありましたが、児童たちは普段見ること

のできない川からの景色を眺めつつ、川底の石をよ

けながら川下りを楽しみました。

ゴールに到着した後は「浅瀬歩行訓練」です。パ

ドルをもった先頭１人の後ろに２人、さらに後ろに

３人と計６人で三角形を作り、先頭はパドルを杖の

ように上流側につけながら、後ろの５人は前の仲間

のライフジャケットをつかみながら、上流を向き横

歩きで川を渡りました。

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。

～知って得する川の安全情報 低体温症～
水は空気よりも２０倍以上熱伝導率が高い性質がありま

す。川の水は人間の体温と比べて低いことが多く、さらに流

れもあるため、川の水は体温を奪いやすいと言えます。体温

（直腸温度）が３５℃以下になることを「低体温症」といい、

軽度では寒気・震え・指先のしびれなどで動きが鈍くなり、

重度になると昏睡状態になるなど命にかかわります。唇や爪

が紫色になっていたら初期の低体温症のサインですが、本人

が気づかないこともあります。周りの人が気づいたら川から

出るよう声をかけましょう。川で遊ぶときは濡れても乾きや

すい服装で遊び、着替えも用意しましょう。
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川の自然体験学習会 in 常呂川 （置戸町立置戸小学校）
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川に入る装備をしっかりと

スローバッグを投げて救助 ゴムボートで川下り

水しぶきをあげながら前進 三角形になって浅瀬歩行訓練



◆開催概要◆
令和６年７月１３日（土）に、網走湖及び網走川

で、網走市近郊の小学生１６名を対象に川の自然体

験学習会「あばしり学」を開催しました。

学習会では、水辺で遊ぶ際の危険回避の方法を学

ぶ「安全講習会」、屋外で必要となる様々なロープの

使い方を学ぶ「ロープワーク講習」、網走湖の水質環

境を学ぶ「水質調査」、ライフジャケットを着て湖に

浮かぶ「ぷかぷか体験」、Ｅボートで網走川を下る

「川下り体験」を行いました。

◆実施内容◆
学習会は大空町の女満別湖畔公園キャンプ場か

らスタート。この日の天気は曇りで気温が２０℃前

後と、７月としては肌寒い中での学習会となりまし

た。

「安全講習会」では、水辺

に近づく時の注意点や危

ない場所についてスタッ

フが説明を行い、“１人で

は水辺に行かない”“川

に流された人がいたら助

けを呼ぶ”といったこと

を学びました。

ライフジャケットを着た後、２グループに分かれ

て「ロープワーク講習」と「水質調査」を交互に行

いました。「ロープワーク講習」では、基本の“８の

字結び(エイトノット)”や“とっくり結び（クラブ

ヒッチ）”などを学びました。子どもたちは初めての

体験に悪戦苦闘していま

した。「水質調査」では、

湖水の透明さを透視度計

で測定したり、実際に湖に

入って湖底の感触を確か

めたりしたほか、ろ紙を用

いたクロロフィルの簡易

確認や、パックテスト®を

用いた簡易水質調査を行

いました。

次は全員で「ぷかぷか

体験」です。湖に入りスタ

ッフと子どもたちが水を

かけ合って、水に慣れて

きたところで、湖面であ

おむけになりました。ラ

イフジャケットの浮力を

感じながら、気持ちよく

ぷかぷか浮くことができ

ました。

昼食後は網走市の大曲

湖畔園地に移動して「川

下り体験」を実施しまし

た。まずはライフジャケ

ットを着て、ボートでの

座り方やパドルの扱い方

などを学習し、準備が整

ったら３艇に分かれて出

発です。子どもたちは普

段見ることのできない湖

や川からの景色を眺めつ

つ、みんなで力を合わせ

て川下りを楽しみまし

た。ボートは無事にオホ

ーツク文化交流センター

に到着し、閉会となりま

した。子どもたちにとっ

て貴重な体験ができた学

習会となりました。
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川の自然体験学習会 in 網走湖・網走川
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「あばしり学」実施レポート
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ロープワーク・水質調査・ぷかぷか体験：女満別湖畔公園キャンプ場

川下り：大曲湖畔園地～オホーツク文化交流センター前

網走湖

川下りルート拡大図網走湖

大曲

湖畔園地

オホーツク文化
交流センター
（エコーセンター）

女満別湖畔公園

キャンプ場

水辺に近づく時の注意点

対処のしかたを学びました

”とっくり結び”で

ロープと棒を結びました

網走湖の水をコップに汲み

色と匂いを観察しました

みんなで一斉に後ろに倒れ

ぷかぷか体験

川下り前にパドルを持って

操船練習をしました

みんなで力を合わせて川下り


